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研究成果の概要（和文）：半導体デバイスの高性能化には界面の制御が重要である。有機半導体においてもデバ
イス性能の向上には有機／有機や有機／金属界面の制御が必要であるが、これまで研究例は少ない。特に有機薄
膜太陽電池は膜厚が薄いためにエネルギー変換効率は界面の影響を受けやすいが、有機薄膜の界面が太陽電池性
能に及ぼす影響はほとんど理解されていない。本研究では、自己組織化現象を利用して、塗布型有機薄膜太陽電
池の活性層であるバルクヘテロ構造に電子や正孔をブロックする境界層を形成する手法を確立し、界面が光電変
換特性に及ぼす影響を明らかにしながら、有機薄膜太陽電池のエネルギー変換効率を向上させる。

研究成果の概要（英文）：The control of interface is important issue for the improvement of 
semicondctor devices. Although the interfaces of organic/organic and organic/metal are important in 
the performance of device, the research has not been carried out very much. Especially, the energy 
conversion efficiency is affected by the interface, but the effect of the interface on the 
properties of solar cell is not studied well. In this research, the interfacial layer was formed in 
bulk heterojunction structure using self-organization in solution process, then the effect of the 
interfacial layer on the performance of photovoltaic properties was studied, leading to the 
improvement of energy conversion efficiency of organic solar cell. 

研究分野：電気・電子材料
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研究成果の学術的意義や社会的意義
塗布により自己組織化を利用して両面に保護膜を形成し、有機薄膜太陽電池の有機／有機界面を制御しようとす
る研究は世界的にも例が無く、本研究の学術的な特色となる。本研究ではポリエチレングリコールを用いて有機
界面が有機薄膜太陽電池の諸特性に及ぼす影響を明らかすることができた。有機界面が太陽電池の開放電圧、短
絡電流、耐久性に及ぼす影響が明らかになり、有機薄膜太陽電池の発電原理を理解するのに必要な情報を得るこ
とができ、将来他の材料を用いた有機太陽電池の変換効率向上や耐久性向上にも貢献できると期待される。










